
＊在留カード確認時注意事項　（別紙２参照）

・ⅰ在留資格（特にⅱ就労制限の有無や就労不可に注意）

・ⅲ在留期間（期限切れに注意）

・裏面資格外活動欄も注意してよく確認する

作業所就労後には以下の事に注意する。

・ 就労制限業務に技能実習生を従事させる場合には、免許の取得、技能実習の修了などの資格が必要

・ 外国人に対する労働基準関係法令の適用「　国籍による差別の禁止　＝　日本人労働者と同じ扱い　」

・ 外国人労働者の管理は事業者責任において行わせる。

A永住者・定住者・日本人の配偶者の場合

「外国人建設就労者等現
場入場届出書」の提出

「外国人技能実習生建設
現場入場許可申請書等」

の提出

B特定技能者 C技能実習生（特定活動含）

2020年１月以降に申請が受理された外国人技能実習生
（特定技能含）はＣＣＵＳに登録の義務あり

具体的には、強制貯金、預金通帳・印鑑・パスポートなどの取り上げ、賃金控除（賃金控除に関する労使協定
が必要であり、事理明白でない控除はできない。）寮費・光熱費・食費などは実費を超えてはいけない。

・
外国人技能実習生においては、必ず外国人技能実習生5名対して、技能実習指導員1名を配置させるこ
と。　技術実習指導員は、該当する技能について5年以上の経験を有する者

書類受取と作業所受入れＯＫ

技能実習生・外国人労働者（永住者・日本人配偶者等含）の実際の
現場入場の際は在留カードと各申請書の内容に相違がないか確認す
る

次のいずれかの記載がある場合就労できます。
・「許可（原則週２８時間以内・風俗営業等の従事を除く）」
・「許可（資格外活動許可書に記載された範囲内の活動）」

在留カードは携帯が義務付けられているので
実際の在留カードをかならず確認する事

不所持・不携帯は原則 就労不可 となります。

※在留カードを所持していなくても就労できる場合
　・旅券に後日在留カードを交付する旨の記載がある場合
　・「３ヶ月」以下の在留期間が付与された方
　・「外交」「公用」等の在留資格が付与された方

日本語の理解度の把握
あまりにも日本語の理解度が低く、安全管理上、支障を来たすと作業所長が判断した場合は、
協力会社事業者（雇用者）に理由を説明して入場を拒否すること。

外国人労働者　現場受入時確認事項
2023.4.1改訂

外国人労働者の現場受入　（別紙1参照）

「外国人労働者就労届」（永住者・定
住者・日本人の配偶者）の提出

*作業所でのチェック項目

・作業員名簿にて雇用保険の加入状況確認

ＣＣＵＳカードの確認

*作業所でのチェック項目
・施工体制台帳および

　「再下請通知書」の従事の
状況に記載があるか確認

・申請書記載の１～６書類
　の添付、有無を確認

　（但し、5は添付を必須
　としない）。

A B

ⅰ在留資格

ⅱ就労制限

ⅲ在留期限

※特別永住者は「特別永住者証明書」が
交付されています。

但し、常時携帯義務がないので、原本確認の目的を
事前に説明し、同意を得て、入場当日持参させる
よう事業者へ指示してください。

労働者は全て在留カー

ドの所持が原則。
在留カードをチェック
してください。（特別
永住者は除く）
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